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1　はじめに
　現在、切迫早産の治療として主に安静と内服、注射
治療がある。特にウテメリン⑪注射液を24時間持続点
滴中の妊婦は、日常生活が大きく制限されている。当
科では清潔ケアに関して、24時間持続点滴治療を受け
ている患者に、毎日の全身清拭と4日毎に洗髪・足浴
を行っている。しかし、シャワーを浴びたいという希
望が多いにもかかわらず、これまでは患者の清潔ケア
へあまり目が向けられていなかった。
　そこで私達は清潔ケアに注目し、新たにシャワー浴
を取り入れ実施し、切迫早産妊婦の清潔ケアについて
検討したのでここに報告する。
ll研究方法
　i．用語の定義
　　1）安静皿度：ベッド上安静、洗面・トイレのみ
　　歩行可。
　　2）切迫早産：妊娠22週0日より妊娠36週6日の
　　妊婦に、早産の兆候は認められるが、安静・
　　薬物などの治療により、妊娠継続可能な場合を
　　いう。
　　3）シャワー浴：浴室にて、お湯・石鹸を用い、
　　全身・頭髪を含め、洗うこと。
　　4）ウテメリン⑪：塩酸リトドリンを含有する注
　　射剤で、子宮収縮を選択的に抑制する切迫流・
　　早産治療剤のこと。
　　5）ウテメリン⑪持続点滴：5％ブドウ糖SOOme
　　　にウテメリン⑪（1A＝10mg／S　me）を1～4
　　　A混注したものをテルモの輸液ポンプ⑪を用い、
　　24時間持続して点滴を行うもの。濃度・流量は
　　症状・週数によって異なる。
　i，i．研究の方法
　　1）対象：当院産科病棟に切迫早産で入院中のウ
　　　テメリン持続点滴をしている、安静皿度の患者、
　　　6名。
　　2）対象条件：
　　①前期破水・前置胎盤・心疾患合併妊娠一これ
　　　　らの所見が認あられない。
　②入院後1週間以上症状が安定している。
　③医師の許可がある。
　④妊婦の承諾がある。（事前に承諾書が得られ
　　ている）
　3）研究の実際：シャワー浴は週に一度とする。
　①シャワー浴前に分娩監視装置（NST）を40
　　分間装着し、医師の許可を得る。
　②留置針刺入部にテガダーム⑪を貼付する。
　③シャワー浴は、スタッフが介助し20分以内と
　　する。
　④浴室のシャワー浴用の椅子に座位になっても
　　　らう。
　⑤洗髪を介助している際、患者には胸腹部を洗
　　　ってもらう。
　⑥下肢・背部介助する。
　⑦陰部は患者に洗ってもらい、全身を洗い流す。
　⑧タオル清拭を介助し、着衣を介助する。
　⑨シャワー浴後は安静を促す。
　4）期間：平成12年9月24日から10月18日
　5）場所：当院9階東病棟
hi．データの収集方法
　対象者にシャワー浴の介助を行い、前後にアン
　ケートを依頼する。
皿　結果
対象者全員にシャワー浴前にアンケートを依頼した
ところ、全員がシャワー浴を希望した。（資料3参照）
　シャワー浴前後の腹緊に関しては図1のようにあま
り変化が見られなかった。
　シャワー浴後の疲労度に関しては図2のような結果
となり、ばらつきがみられた。
　シャワー浴後の感想は表1のような結果となり、
「気持ち良かった」「また入りたい」と全員が回答し、
「もう入りたくない」「症状が進んだような気がする」
という意見はなかった。また、「裸を見られて恥ずか
しかった」　「体力が落ちたのを感じた」と答えた者も
いた。
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　今後の清潔ケアへの希望は、全員が「シャワーを浴
びたい」と回答し、「足浴は看護婦に介助してもらう」
とする者が6人中4人であった。
　又、その他として、　「足浴のほうがお腹が張った気
がする」　「座っている椅子に安定感がなく不安」「シ
ャワー浴の後、着替える時寒かった」「シャワーだけ
ではなく、入浴もしたい」「タオルで洗うより、刺激
のあるものの方がさっぱりする」「シャワーがこんな
に楽しいなんて！」　「自分で洗えるところは洗ってい
く方法は良かった」　「看護婦との会話も気分転換にな
った」という意見がみられた。
IV考察
　切迫早産妊婦が入院中の清潔ケアに苦痛を感じ、シ
ャワー浴への希望が強いことを受け、今回持続点滴を
しながらのシャワー浴を実施した。患者全員が入院後
初回のシャワー浴であり、爽快感を改めて感じた者が
多かった。結果として、患者のニーズを満たすことが
でき、新たな清潔ケァとしてシャワー浴の効果を実感
することができた。
　また、渡辺ら’）の「シャワー浴が切迫症状の悪化に
は影響しない」という研究結果と同様に、患者の主観
的情報からはシャワー浴後の腹緊の増強は見られなか
った。持続点滴をしながら介助でのシャワー浴だった
ため、転倒や点滴事故も起こることなく、切迫早産の
治療を妨げず、安静かっ安全に行うことができた。
　シャワー浴時間は20分とした。時間に関しては、全
員が適当と答えたが、疲労度には、個人によってばら
つきが見られた。これは、入院中は安静により筋力が
低下していること、また個人差があることが原因とし
て考えられる。そのため、個人に合わせた実施時間の
設定をすることで、疲労が軽減されるのではないかと
思う。
　介助方法については、対象妊婦にシャワー浴の方法
を説明し、事前に了解を得た。また、実施の前に実際
にシュミレーションを行い、イメージできたことで介
助の統一を図ることができた。そのため、初回にして
はスムーズに介助できたと思う。しかし、その他の意
見で、看護婦の介助方法に関する感想が多く聞かれた。
今後これらの意見を取り入れ、シャワー浴の介助に活
用していくために、以下のように考える。
　董恥心に関する意見があったが、介助者である看護
婦が相手の興味ある話題について会話しながら、リラ
ックスできる雰囲気をつくる。そして、不必要な露出
を避けるたあの配慮として、個人に合わせたバスタオ
ルの掛け方の工夫も必要であると考える。
　介助用としていた椅子が不安定という意見に関して
は、安定感を持たせるために背もたれが固く長い物を
使用し、安定感を図り安心して行えるようにしていく。
　「シャワー浴の後、着替える時寒かった」という意
見に関しては、防寒対策として、脱衣所と浴室間のド
アの開放を行い、脱衣所の保温に努めていく。
　入浴の希望に関しては、患者の希望を取り入れてい
くことも重要であり、また入浴によるリラックス効果
も期待できることから、切迫早産との関連を考慮し、
慎重に検討していきたいと考える。
　シャワー民話の看護婦との会話も、気分転換になっ
たという意見が聞かれたことから、安静が重要とされ
る入院生活のストレス解消の一つとして考え、その会
話から新たな介助方法を見いだせるのではないかと思
われる。
　下肢の介助に関しては、妊娠により増大した腹部を
圧迫することなく、また安静を保持しながらシャワー
浴が行えるよう、全面介助とし負担の軽減を図ってい
く。
　介助方法や使用物品に関しては、事前に患者の情報
収集を行い、患者と共に検討することにより、さらな
る個別性を考慮していくことができると思われる。
V　終わりに
　今回は患者全員がシャワー浴を1度行ったのみだっ
たが、今後同じ対象が回数を重ねることで疲労度や具
体的な感想、切迫早産の症状がどう変化するか、追っ
ていくことも興味深いと思われる。個人によって、
様々な意見が聞かれたことから、今後はそれらの意見
を踏まえ、より患者のニーズに合った介助方法を検討
していきたいと思う。
　対象妊婦からの意見を生かし、今後の清潔ケアの援
助に役立てていきたい。
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疲労度
人　数
非常に疲れた 1
やや疲れた 1
変わらない 0
少し疲れた 2
全く疲れない 2
表1　シャワーを浴びた感想 （複数回答可）
回答数
さっぱり、すっきりした 6
気分転換になった 4
気持ちよかった 6
浴びてよかった 5
また入りたい 6
リラックスできた 2
看護婦が一緒に入って嫌だった 0
看護婦が一緒に入って安心した 4
裸を見られて恥ずかしかった 2
身体を拭いたほうが楽だった 0
体力が落ちたのを感じた 1
症状が悪化したのではと不安になった 0
浴びなければよかった 0
もう入りたくない 0
症状が進んだような気がする 0
図1
o
シャワー前後の腹緊
1
5
笏：変わらない
□：減った
■：増えた
図2
人　数
疲　　労　　度
笏：非常に疲れた
■：やや疲れた
≡i：変わらない
　1少し疲れた
□：全く疲れない
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資料
　入院中の清潔ケア
回答数
シャワーを浴びる 6
自分で身体を拭く 0
看護婦が介助して身体を拭く 0
洗髪は自分でする 0
洗髪は看護婦にしてもらう 2
足浴は自分でする 0
足浴は看護婦にしてもらう 3
シャワーの希望回数
回答数
毎　日 1
週に2・3回であとは身体を拭く 1
週に1回であとは身体を拭く 1
体調に合わせてシャワーと身体を拭く
ﾌを選択する
3
資料4
　シャワー時間
人　二
二　い 0
適　当 6
短　い 0
シャワー前後の腹緊
人数
増えた 0
変わらない 5
減った 1
シャワー方法
回答数
全身シャワーのお湯を浴びるだけ 0
下半身のみシャワーのお湯を浴びるだけ 0
洗髪のみ自分で行い身体はお湯を浴びるだけ 0
身体・髪を全て自分一人で行う 2
身体は自分で洗い、洗髪は看護婦に任せる 2
シャワーのお湯は自分でかけ、身体・髪は看護婦に任せる 2
シャワーを浴びる際の不安
回答数
お腹が張って切迫早産症状が進んでしまうのではないか 2
点滴をつけたままシャワーを浴びてよいのか 3
体力的に不寡 0
赤ちゃんに影響はないか 0
その他 1
清潔ケア （複数回答可）
回答数
シャワーを浴びる 6
自分で身体を拭く 1
看護婦に拭いてもらう 2
洗髪は自分でする 1
看護婦に洗髪してもらう 3
足浴は自分でする 0
看護婦に足浴してもらう 4
下半身浴は自分でする 3
看護婦に下半身浴してもらう 0
一　139　一
